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１　十勝農業の沿革

平成30年
　10月に北海道胆振東部地震により北海道全域で大規模停電発生
　酪農に影響

平成23年
　「農業者戸別所得補償制度」（現行制度：経営所得安定対策）の本格導入（平成22年
　に一部先行導入）

平成28年
　異常気象による農業被害（４台風の直撃･接近等）
　家きんの高病原性鳥インフルエンザ発生

平成13年 　道内でＢＳＥ発生 ＢＳＥ全頭検査始まる

平成11年

平成29年
　十勝農業共済組合と士幌町が組織再編、十勝管内を一円とする十勝農業共済組合が誕
　生
　十勝管内農業粗生産額（産出額）3,000億円台に到達

平成15年
　9月に十勝沖地震発生
　農業施設に被害

平成17年
　生乳生産抑制 減産緊急対策への取り組み
　処理不可能乳の廃棄処分

平成19年
　「水田・畑作経営所得安定対策」の導入
　（旧名称・品目横断的経営安定対策）

平成 5年
　ガット・ウルグアイラウンド農業交渉合意
　記録的冷害により豆類などに被害

　「食料・農業・農村基本法」の制定

平成12年
　口蹄疫発生
　雪印乳業大樹工場製造の粉乳食中毒事件

昭和57年 　十勝管内農業粗生産額（産出額）2,000億円台に到達

昭和61年 　初の生乳の減産型計画生産が行われる

平成 2年
　管内16農業共済組合が合併
　事業規模全国一の十勝農業共済組合が誕生

昭和29年 　小豆が異常高値で「赤いダイヤ」と称される（1俵1万円）

昭和36年 　「農業基本法」の制定

昭和42年
　十勝酪農民資本の乳業工場として北海道協同乳業㈱設立
　（後によつ葉乳業㈱に社名変更）

昭和17年 　「食糧管理法」の制定

昭和22年
　北海道庁が北海道になる
　「農業協同組合法」の制定

昭和26年 　「植物防疫法」による種馬鈴しょ検疫の開始

大正 9年
　十勝農業学校創立（現在の帯広農業高等学校）
　戦後恐慌が勃発し農産物価格大暴落

昭和 4年 　十勝の水田1万町歩突破

昭和11年 　種馬鈴しょの道営検査（国内初のウイルス病圃場検査）の実施

　福島県の二宮尊親を中心とする「興復社」が豊頃村に入植

明治40年 　道央と鉄道が開通し飛躍的に開拓が進展

大正 3年
　第1次世界大戦以降の影響で農産物価格が高騰
　「豆成金」が現れる

令和２年
北海道畜産公社十勝工場の牛肉輸出において、香港、EU向け可能施設として道内で初
めて認可

令和元年 　十勝管内農業粗生産額（算出額）3,500億円台に到達

明治 2年 　開拓使設置

年　号 主　　な　　で　　き　　ご　　と

寛文 6年
　松前藩が「ビロー場所」を設け十勝アイヌと交易を始めたのが和人による十勝開発の
　始まり

明治 4年 　静岡藩より農家数戸が入植（集団移住の始まり）

明治16年 　静岡県の依田勉三を中心とする「晩成社」が帯広の地に入植

明治30年


